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◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 
御
神
殿
（
ご
し
ん
で
ん
）
の

北
側
に
、
紫
陽
花
（
あ
じ
さ
い
）
の
花
が
咲
き
始
め
ま

し
た
。 

色
が
変
化
し
て
ゆ
く
紫
陽
花
は
、
別
名
「
七

変
化
（
し
ち
へ
ん
げ
）」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。 

宮
司
プ

レ
ス
の
既
刊
号
（
き
か
ん
ご
う
）、
昨
年
六
月
に
発
行
し

た
第
百
七
十
一
号
と
第
百
七
十
二
号
に
、
紫
陽
花
に
つ

い
て
詳
述
（
し
ょ
う
じ
ゅ
つ
）
し
ま
し
た
が
、
ギ
リ
シ

ャ
語
で
は
、「
水
の
器
」
と
い
う
意
味
を
持
ち
、
水
が
よ

く
似
合
う
花
で
も
あ
り
ま
す
。 

二
十
四
節
気
（
に
じ

ゅ
う
し
せ
っ
き
）
で
は
、
明
日
が
入
梅
（
に
ゅ
う
ば
い
）

で
あ
り
ま
し
て
、
い
よ
い
よ
梅
雨
（
つ
ゆ
）
に
入
る
季

節
が
近
づ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

正
岡
子
規
（
ま
さ

お
か 

し
き
）
さ
ん
は
、「
紫
陽
花
や 

昨
日
（
き
の
う
）

の
誠 

今
日
の
嘘
（
う
そ
）」
と
一
句
（
い
っ
く
）
詠

（
よ
）
ま
れ
て
い
ま
し
て
、
移
ろ
い
や
す
い
人
の
心
を

紫
陽
花
に
喩
（
た
と
）
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

 

◇
そ
の
正
岡
子
規
さ
ん
は
、
結
核
を
患
い
、
永
い
こ
と

自
宅
で
臥
（
ふ
）
せ
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

宮
司
プ

レ
ス
の
第
百
五
十
二
号
に
も
記
述
（
き
じ
ゅ
つ
）
し
ま

し
た
が
、「
病
牀
六
尺
（
び
ょ
う
し
ょ
う
ろ
く
し
ゃ
く
）」

に
、「
悟
（
さ
と
）
り
と
い
う
事
は
如
何
（
い
か
）
な
る

場
合
に
も
平
気
で
死
ぬ
る
事
か
と
思
っ
て
い
た
の 

    

の
は
間
違
い
で
、
悟
り
と
い
う
事
は
如
何
な
る
場
合
に

も
平
気
で
生
き
て
い
る
事
で
あ
っ
た
」
と
書
か
れ
て
い

ま
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
三
年
目
、
社
会
的
秩
序

を
保
ち
つ
つ
、「
生
活
変
容
（
せ
い
か
つ
へ
ん
よ
う
）」

を
受
け
入
れ
な
が
ら
も
、「
平
気
で
生
き
て
い
く
事
」
の

大
切
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
て
い
る
毎
日
で
す
。 

◇
人
は
、
他
者
（
た
し
ゃ
）
と
密
接
に
接
触
（
せ
っ
し

ょ
く
）
す
る
環
境
の
中
で
進
化
し
て
き
た
生
物
な
の
だ

そ
う
で
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
は
、「
動
く

自
由
」「
集
ま
る
自
由
」「
語
る
自
由
」
を
制
限
し
て
い

ま
す
。 

さ
ら
に
、「
と
も
に
集
ま
る
」
共
生
（
き
ょ
う

せ
い
）
の
場
を
失
い
、「
他
人
の
体
は
命
を
脅
（
お
び
や
）

か
す
リ
ス
ク
」
と
い
う
認
識
は
、
他
者
と
の
接
触
を
拒

（
こ
ば
）
み
続
け
る
と
い
う
、
新
し
い
生
活
様
式
を
生

み
出
し
ま
し
た
。 
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
が
、「
つ
な
が

り
」
を
失
う
リ
ス
ク
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。 

 

◇
総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
の
山
極
（
や
ま
ぎ
わ
）
所

長
に
よ
り
ま
す
と
、「
縁
（
え
ん
）」
に
は
三
つ
あ
る
そ

う
で
す
。 

「
地
縁
（
ち
え
ん
）」、
こ
れ
は
、「
ふ
る
さ

と
」、
麗
（
う
る
わ
）
し
い
故
郷
（
ふ
る
さ
と
）
の
古
語

（
こ
ご
）
で
も
あ
る
「
ま
ほ
ろ
ば
」
で
す
。「
血
縁
（
け

つ
え
ん
）」、
家
族
と
の
つ
な
が
り
の
こ
と
で
す
。 
さ

ら
に
、「
社
縁
（
し
ゃ
え
ん
）」、
こ
れ
は
、
勤
務
先
で
あ

る
事
業
所
、
仕
事
と
の
つ
な
が
り
の
こ
と
で
す
。
こ
れ

か
ら
、
梅
雨
の
時
期
、
さ
ら
に
酷
暑
が
予
想
さ
れ
る
夏

を
迎
え
ま
す
。
そ
の
夏
の
疫
病
（
え
き
び
ょ
う
）
退
散

（
た
い
さ
ん
）
を
願
っ
た
の
が
、「
水
無
月
（
み
な
づ
き
）

の
大
祓
（
お
お
は
ら
い
）」、
さ
ら
に
「
夏
越
祭
（
な
ご

し
さ
い
）」
で
あ
り
ま
す
。 

そ
の
よ
う
な
御
先
祖
様
か

ら
受
け
継
が
れ
た
伝
統
的
神
事
を
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う

疫
病
の
せ
い
で
、
省
略
（
し
ょ
う
り
ゃ
く
）、
除
（
の
ぞ
）

か
ざ
る
を
え
な
く
な
り
ま
し
た
。
忸
怩
（
じ
く
じ
）
た

る
思
い
の
日
々
で
し
た
が
、
そ
ろ
そ
ろ
、「
も
と
ほ
る
」、

元
の
と
お
り
の
お
祭
り
に
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。 

そ
し
て
、
三
つ
の
縁
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
運

命
共
同
体
と
し
て
の
地
域
社
会
を
構
築
（
こ
う
ち
く
）

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

 

◇
今
、
日
本
は
、「
令
和
の
黒
船
来
襲
（
く
ろ
ふ
ね
ら
い

し
ゅ
う
）」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

幕
末
、
ペ
リ
ー
来

航
（
ら
い
こ
う
）
に
際
し
、
江
戸
周
辺
の
海
防
（
か
い

ぼ
う
）
が
手
薄
（
て
う
す
）
な
の
を
憂
慮
（
ゆ
う
り
ょ
）

し
た
吉
田
松
陰
（
よ
し
だ 

し
ょ
う
い
ん
）
先
生
は
、

萩
藩
主
（
は
ぎ
は
ん
し
ゅ
）
の
毛
利
敬
親
公
（
も
う
り 

た
か
ち
か
こ
う
）
に
「
将
及
私
言
（
し
ょ
う
き
ゅ
う
し

げ
ん
）」
と
い
う
提
言
書
（
て
い
げ
ん
し
ょ
）
を
提
出
さ

れ
ま
し
た
。 

そ
の
提
言
書
に
は
、「
誠
」
に
は
三
つ
あ

る
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
て
、「
一
（
い
ち
）
に
曰
（
い

わ
）
く
実
（
じ
つ
）
な
り 

二
に
曰
く
一
（
い
つ
）
な
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司
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り 

三
に
い
わ
く
久
（
き
ゅ
う
）
な
り
」
と
書
か
れ
て

い
る
の
で
す
。「
実
」
は
、
中
身
の
こ
と
、「
一
」
は
優

先
順
位
を
明
確
（
め
い
か
く
）
に
し
て
集
中
（
し
ゅ
う

ち
ゅ
う
）
す
る
こ
と
、「
久
」
は
、
間
断
（
か
ん
だ
ん
）

な
く
持
続
（
じ
ぞ
く
）
す
る
こ
と
で
す
。 

私
共
は
、

明
き
清
き
誠
の
心
を
神
様
に
捧
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、
お
祭
り
の
「
中
身
」
を
大
切
に
、
今
、
何
を

為
（
な
）
す
べ
き
か
に
特
化
（
と
っ
か
）
し
て
、
継
続

（
け
い
ぞ
く
）
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

そ
れ
は
、

ま
さ
し
く
、「
祭
典
の
厳
修
（
さ
い
て
ん
の
げ
ん
し
ゅ

う
）」
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。 

襟
（
え
り
）
を
正
し
て
、

「
三
縁
（
さ
ん
え
ん
）」
の
絆
（
き
ず
な
）
を
深
め
る
祭

典
の
厳
修
、
さ
ら
に
そ
の
「
祭
典
」
の
「
も
と
ほ
る
」

復
元
（
ふ
く
げ
ん
）、
継
承
（
け
い
し
ょ
う
）
に
つ
と
め

て
ま
い
る
所
存
で
す
。
御
自
愛
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。 

◇
五
月
の
祭
典
行
事
報
告 

 

 

▼
月
次
祭 

＊
五
月
一
日
、
十
五
日 

 

▼
貴
布
禰
神
社
月
次
祭 

＊
五
月
一
日 

 

▼
塩
釜
神
社
例
祭 

＊
五
月
三
日 

 

▼
衣
替 

＊
五
月
五
日
（
立
夏
） 

 

▼
福
浦
金
刀
比
羅
宮
例
祭 

＊
五
月
十
五
日 

 

▼
国
土
平
安
祈
願
祭 

＊
五
月
十
五
日 

 
 

＊
沖
縄
本
土
復
帰
五
十
年
を
期
し
て
の
平
和
祈

願
祭
を
斎
行 

 

▼
朝
粥
会 

＊
五
月
二
十
一
日 

◇
五
月
の
宮
司
動
静
報
告 

 

▼
彦
島
八
幡
宮
関
係
団
体 

 
 

□
奉
賛
会
会
計
監
査 

＊
五
月
十
六
日 

 
 

□
奉
賛
会
役
員
会 

＊
五
月
二
十
日 

 
 

□
敬
神
婦
人
会
総
会 

＊
五
月
二
十
九
日 

 

▼
山
口
県
神
社
庁
関
係 

 
 

□
教
化
部
正
副
部
長
会
議 

＊
五
月
十
三
日 

 
 

□
教
化
委
員
会
、
役
員
会 

＊
五
月
十
七
日 

 
 

□
中
国
地
区
祭
典
後
講
話
研
修
会 

 
 
 

＊
五
月
十
八
日
～
十
九
日 

 
 

□
岩
国
支
部
総
会
に
庁
長
代
理
と
し
て
出
席 

 
 
 

＊
五
月
二
十
七
日 

 

▼
自
治
会
、
学
校
関
係
、
そ
の
他 

 
 

□
西
山
小
あ
い
さ
つ
運
動 

＊
五
月
十
日 

 
 

□
彦
ま
ち
協
議
会
歴
史
部
会 

＊
五
月
十
一
日 

 
 

□
玄
洋
中
Ⅽ
Ｓ 

＊
五
月
十
六
日 

 
 

□
下
関
中
央
倫
理
法
人
会
Ｍ
Ｓ
（
会
館
に
て
開
催
） 

 
 
 

＊
五
月
十
二
日 

 

▼
教
誨
活
動
〈
美
祢
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
〉 

 
 

□
集
合
教
誨(
女
子)

＊
五
月
九
日 

 

▼
講
演
活
動 

 
 

□
神
社
庁
岩
国
支
部 
＊
五
月
二
十
七
日 

◇
六
月
の
祭
典
行
事
報
告
（
予
定
も
含
む
） 

 

▼
月
次
祭 

＊
六
月
一
日
、
十
五
日 

 

▼
貴
布
禰
神
社
月
次
祭 

＊
六
月
一
日 

 

▼
恵
美
須
神
社(

海
士
郷
町)

例
祭 

＊
六
月
十
日 

 

▼
貴
布
祢
稲
荷
神
社(

老
町)

例
祭 

＊
六
月
十
一
日 

 

▼
朝
粥
会 

＊
六
月
二
十
一
日 

 

▼
大
祓
式 

＊
六
月
三
十
日 

◇
六
月
の
宮
司
動
静
報
告
（
予
定
も
含
む
） 

▼
彦
島
八
幡
宮
関
係
団
体 

 

□
維
蘇
志
会
奉
仕
作
業 

＊
六
月
十
二
日 

 
 

□
山
口
県
敬
神
婦
人
連
合
会
総
会 

 
 
 

＊
六
月
十
三
日 

□
奉
賛
会
総
会 

＊
六
月
二
十
五
日 

□
奉
賛
会
奉
仕
作
業 

＊
六
月
二
十
九
日 

 
 

▼
山
口
県
神
社
庁
関
係 

 
 
 

□
教
化
部
代
表
者
会
議 

＊
六
月
二
日 

 
 
 

□
神
職
大
会 

＊
六
月
三
日 

 
 
 

□
初
任
神
職
研
修
「
神
社
本
庁
史
」
講
義 

 
 
 
 

＊
六
月
二
十
四
日 

 
 
 

□
山
口
県
八
幡
宮
会
役
員
会 

 

＊
六
月
二
十
六
日 

 
 

▼
自
治
会
、
学
校
関
係
、
そ
の
他 

 
 
 

□
自
治
会
ク
リ
ー
ン
作
戦 

＊
六
月
十
二
日 

 
 
 

□
自
治
会
役
員
会 

＊
六
月
十
五
日 

 
 

 

□
下
関
中
央
倫
理
法
人
会
Ｍ
Ｓ
（
会
館
に
て
開
催
） 

 
 
 

＊
六
月
九
日
、
十
六
日
、
二
十
三
日
、
三
十
日 

 
 
 

□
西
山
小
挨
拶
運
動 

＊
六
月
十
日 

 
 
 

□
社
会
福
祉
法
人
松
美
会
評
議
員
会 

 

 
 
 

□
社
会
福
祉
法
人
あ
ー
す
評
議
員
会 

 
 
 
 

＊
六
月
二
十
一
日 

 
 

▼
講
演
活
動 

 
 
 

□
山
口
県
敬
神
婦
人
連
合
会 

＊
六
月
十
三
日 


